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鷹取 桐著「港湾整備と地域開発」

1. はじめに

木村晶子

（日本大学）

わが国の港は各時代の経済社会の要望を反映しつつ，且つ政策的課題を受

け持ちながら変化・発展してきた。具体的には明治22年（ 1889年）9月に償浜

港の第 1次築港工事によるものが鳴矢といえよう。港の整備，修築の目的は，

多かれ少なかれ，外国貿易の要請に応、える ζとに重点が置かれ，少数港を対

象とするものであった。実際問題として当初の輸送貨物は数量・貨種 ・距離

．方向等について船舶の大型化・港湾の整備を必要としていない商業港的性

格を中心としていたので それほど大規模な港湾施設を必要としていなかっ

fこ。

と乙ろでわが国の港湾が国民経済的規模において社会的注視をあび，国家

政策の主要課題となったのは，昭和36年以降の「船ごみ」問題発生からであ

るといっても過言ではない。特に昭和36年にはじまる第1次港湾整備5カ年

計画は，総体的iζは，国民経済の急激な成長に対応できなくなった港湾施設

の不備によって主要港を拡充しようとするものであった。

しかしながら高度経済成長lζ伴う取扱貨物量の予想外の増大，新産都市鐙

設促進法の制定等の地域開発諸施策の進展，船舶の高速化，大型化に伴う諸

問題が生じ，数次にわたる港湾整備 5カ年計画が策定され，各港では施設拡

充計画lζ力点がおかれ推移・発展してきたのである。我々は乙のような整備が

歴史的変化相にあって，実質的IC地域の開発上でどのような関わりあいをも

ち，相互作用をなし，いかなる現代的課題を生み出したのか，それに伴う諸

問題への対応策がどうであったかを認識してみる必要がある。単iζ個別的な
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各港の状況をとらえるよりも，総体的K比較検討が望まれるが，乙 ζlζ紹介

する本書は，西日本の新産業都市における港湾を含めた臨海工業地帯の整備

とその中核都市を中心とした同地区の地域開発，特lζ第5次港湾整備5カ年

計画期間までの実績をふまえ，各地区の整備について詳細な分析を試みよう

とするものである。

2. 本書の構成と概要

従来より港湾lとついては，地理的，経済的，行政的及び技術的見地により，

種々の定義がなされてきたが，今日のように近代港湾の機能が多様化するに

伴って港湾の定義が一定lζ規定されがたくなっている。そ乙で著者はまえが

きにおいて， 「近代港湾とは以上の商港の定義に加えて，更に臨海工業地帯

を含んだ第2次産業加工の機能をもった工業生産の場を有する地域Jと定義

している。しかし，北見俊郎氏によれば，港湾とは「単lζ港湾経済lζ条件と

して関係をもっという意味からの交通の立場や，港湾諸企業の立場からとは

別に交通用役をともなう生産の場としての港湾を認識するJと定義されてい

る乙とは周知のと乙ろである。

乙のように両氏は，港湾を同じように「生産の場」としているけれども，

著者と北見氏との聞には 内容がたぶんに異なっていると恩われる。北見氏

の場合には，資本主義の歴史的発展過程の港湾における生産関係から，港湾

それ自体が交通資本の一部分として位置づけられた上で，交通用役生産lζ役

iζ立てるという意味あいで「生産の場」であると主張されているのに対して，

著者の場合には， 「生産の場Jを港湾が国民経済と産業の発展lζ重要な役割

を果たし，重化学工業との結合がだんだんと深められてきているという意味

から認識されて規定するものである乙とを明記しておく 。

乙の定義lζ従って，本語ーでは特に西日本地区における各新産業都市の港湾

施設を含め臨海工業地帯の整備が， 「如何に計画され，文，実施され，各地

区の工業開発をもたらし 又 どの程度，各地区の地域開発に貢献したかJ

を，各地区の開発計画等の資料lζ基づき，適切に且つ詳細に港湾施設の整備，

地域開発の問題点を分析し，およびそのあり方について考察されている。
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その内容を目次で示してみると次のようになっている。

序章 近代港湾の概況と港湾整備5カ年計画
。

第 i：章 中海地区

第2章 岡山県南地区

第3章 徳島地区

第4章 東予地区

第5章 大分地区

第6章 日向 ・延岡地区

第7章 不知火・有明・大牟田地区

結章

本書では， 「高度経済成長期から昭和50年代前期経済計画lζ基づいて流動

的な内外諸情勢の基で，国際経済社会との調和を保ちつつ，わが国経済の安

定的発展と充実した国民生活の実現を図る為にも，港湾施設の整俄を伴った

地域開発が不可欠な要因である。 ζの地域開発の中枢をなす港湾施設の整備

は，国土の均衡的発展を期して産業の地方分散を図り，港湾の適地配置をも

って後進地域の開発促進を図るべきであろうJとしている。

そとでまず序章において，港湾整備5カ年計画が立案された背景をふまえ

て，各年次計画についての基本方針と整備計画の概要について，それらの計

画lζよる地域κ与える影響， 加えて環境問題にまでふれている。乙れを前提

条件として，各章へと展開されているが，第1主主から第7章まで西日本のそ

れぞれの地域において一環した研究方法により詳細に分析がなされている。

本書は，それらの各地区における主要な港湾の概況を示し，その地区にお

ける臨海工業地帯の特徴を解説し，施設の整備計画と実態，特にその港湾施設

の整備計画と概算経費及び現状をみて，そ乙における地域開発がどのように

お乙なわれているか，そしてその保全の概況及び対策を検討されているので

ある。各章ごとにむすびをもってその地区の概況を要約するものである。乙

のように分析苫れているわけであるが，大分地区においては， 「港湾施設の

整備計画と慨算経費及び現状Jの項目のと乙ろでは，その中の地区別にみて

いるし，日向・延岡地区においては， ζの同じ項目を，細島港と延岡港・延
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岡新港と港湾について，第 1次～第5次港湾整備5カ年計画をみているとい

ったようなと乙ろもみられる。

最後の結章では，地域開発の概況を指摘し，その分析対象の中心は，昭和30年

代後半からの高度経済成長から今日の圏内・国外の経済的，社会的諸情勢へ

と流れていく過程において， 第 1次～第5次港湾整備 5カ年計画が，経済，

社会情勢をふまえて各年次でとのような選本的方針のもとで策定され，西日

本各地で計画されたかにある。乙の実結ーの評価基準としては，誘致企業数，

工業出荷額の推移，入出港船舶及び取扱貨物量の推移を分析し，さらに人口

及び所得の推移，港湾と地域開発それに伴う環境問題等について計測的要因

からの豊富な資料をもとにして，西日本の各地区における歴史慨況， 5カ年

計画における特徴を，体系的・統一的lζ比較分析なされている。乙のように

本書は，港湾整備と地域開発lζ視点をおいて，乙れらの地区κおける港湾を

核とした臨海工業地帯の整備と，その中心となる都市lζ着眼してその地区の

地域開発を計測が]le：：研究されたものである。乙のために， きわめて収集に困

難とも思える豊富で多彩な資料を長年にわたって収集されたが故，きめ細

かく網羅され，統一的分析をなしえたのであり，貴重な労作であると評価で

きょう。

3. 本書に関する若干の意見

港湾は確かに「工業生産の場」として産業の諸活動を支える重要な基礎で

ある乙とは申すまでもない。本書は地域開発の貢献度を端的に表わすものと

して人口，所得や港勢といった入出港船舶数，取扱貨物量，荷役施設状況等

を基準にし評価している。それは数量的比較検討をなす上で，貴重な分析方

法leは相違ないが，港勢自体は本来工業資本の生産高を表わす統計的結果に

すぎないとも考えられる。地域開発とは，本質的には地域住民の福祉の向上

であり，臨海部空間のあり方が配慮されねばならないと思う。地域開発が経

済開発のみに偏よって評価されるべきでなく ，今や安定成長期lζ入って 「地

方の時代」にふさわしい成熟せる港とはいかなる港であり，いかなる港湾施

設の整備をなしていくべきかが検討されねばならない。単lζ本書の定義のよ
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うに港を 「工業生産の場」と判断すべき｜時代ではなくなりつつある。臨海部

の空間は都市機能といった，例えば教育・医療・文化等の社会機能の配置問

題も生じ，港を中心とした総合的な機能転換が要請されてきている。港湾の

整備と地域経済社会（都市）のあり方については ハード・ソフト両面より

相互関連の関係をもちながら，相互に作用し影響されながら変化・発展すべき

都市空間であるべきである。

4.むすび

わが国においては，港湾の整備は，今後とも地域経済社会の健全な発展に

とって必要不可欠である乙とは変わる乙とはないであろう。その港の潜在的

機能が政策的課題を反映しつつ，クローズアップされ，いかに整備されるかに

よって，地域経済社会に多大な影響を与えよう。先lζ指摘したように本書で

分析対象に含められている第 5次港湾整備 5カ年計画は昭和55年度をもって

計画期聞を完了し，新たに第6次港湾整備5カ年計画が昭和56年度を初年度

としてスター卜している。しかしながら過去の趨勢を把握し，特に第5次ま

での整備計画がいかなる問題をもち，し、かなる特徴をもっていたかを再認識

する乙とを必要である。そうした観点からも本書の役割は重要視されねばな

らないと考える。つまりこの労作は，西日本の各地区の港湾整備に関心をも

っ方だけでなく，地域経済や港湾整備に興味のある方々にも是非一読をおす

すめしたい書である。

（産学社， 1979年11月 557頁定価 4,500円）


